
システム概要

ハイドロスタッフ部材構成

①土砂を局所的に沈殿させる。
②人が中に入り掃除ができる。
③堆砂抑制効果90％以上。（＊）

ハイドロスタッフシステムとは
ポリプロピレン製ユニットとシート類を組み合わせ、
雨水を地下に貯留または浸透させて、
雨水利用や雨水流出抑制施設を構築するシステムです。

プラスチック製　雨水貯留浸透システム

ハイドロスタッフⓇ
北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸 近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄取扱地域　

HYDRO-STUFF System

コンパクト　空隙率95％以上1

短工期　100トンなら1日で組立て完了2

強い　T-25荷重対応3

メンテナンス　槽内堆砂抑制効果：90％以上
（堆砂抑制システムはオプション）

4

大型貯留槽　7万8千トンまで可能5

優れた耐震性能　レベル2の地震に対応6

設計自由度大　形状自由／貯留槽423mm
（1段）から対応

7

特　長

「NETIS」登録番号No.KT-200075-A
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北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸 近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄取扱地域　

ハイドロスタッフ

施工例

ハイドロスタッフは、常に円柱と梁を千鳥配置でかん合させていく構造のため、
せん断特性に優れており、レベル2相当の地震を想定した許容貯留槽幅や許容埋設深度は、
業界トップクラスを誇ります。

▶技術評価認定
公益社団法人
雨水貯留浸透技術協会
雨水技評　第19号-4

自　2023年12月20日
至　2024年 6月19日

▶国土交通省NETIS登録情報
NETIS番号：KT-200075-A
新技術名称：ハイドロスタッフ工法
登録日：2020年8月6日

条件：土被り0.5m（普通土）
144m（200ヶ）×144m（200ヶ）×3.960m（10段）×空隙率95％
≒78,000トン

391390
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北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸 近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄取扱地域　

ハイドロスタッフ

施工手順

禁止事項
火気・化学品
変形・着火や製品の劣化の原因となりますので、火気の使用、有機溶
剤、化学薬品、油などに触れさせないでください。

破損品の使用
製品の投げ出し等、変形や破損が起こりうる衝撃は与えず、破損品は
使用しないでください。

製品加工
ユニット本体の加工は強度低下を招くので、行わないでください。

クレーン作業
貯留槽上部でのクレーン作業やシートパイル引抜作業は行わないでくだ
さい。
集中荷重
貯留槽に悪影響を与えるアウトリガーなどの集中荷重や高盛土などの
偏荷重は掛からないようにしてください。

注意事項
土被り・埋設深さ
所定の設計マニュアル

※1
に従って実施、相談してください。

地下水位
本製品の設置は、地下水位より上を原則とします。

周辺施設
擁壁や建物について、相互に影響がないように十分な距離を確保して
ください。
基礎
基礎寸法は貯留槽寸法に1.01を乗じた寸法で作成をお願いします。
作業スペースとして貯留槽周りに500mmを確保してください。
基礎面の不陸は15mm以内（測定は1mピッチで行うことが望ましい）
を目安に仕上げてください。
荷下ろし
荷崩れなどに十分注意して作業してください。 

乗り降り
施工中に製品に乗る際には、転落や転倒にご注意ください。
降雨
貯留槽埋戻し前に降雨などがある場合、ポンプなどで浮上防止策を行
ってください。
埋戻し
貯留槽の組立完了後にはできるだけ早く埋戻しをしてください。
偏荷重が起こらないように四辺均等に埋戻しをしてください。
埋戻し土内の石などの衝撃によりシートの破損や貯留槽の変形が起き
ないように慎重に行ってください。

（公社）雨水貯留浸透技術協会編「プラスチック製雨水貯留浸透施設技
術マニュアル」に基づいております。
※1 （公社）雨水貯留浸透技術協会認定の「ハイドロスタッフ工法 雨

水技術第19号」

!
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